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ＱＣサークル東海支部  愛知地区

特命委員会

中期活動計画策定Ｗ/Ｇ
2024年　3月 1日

QCサークル東海支部 愛知地区

 第11次 中期活動計画（2024年～2026年)

～ 全役員・幹事意思統一、理解を深めるための骨子 ～



これまでの地区活動の振り返り 2024. 3. 1.

 (１)地区長担当会社の系譜と中期活動ビジョン変遷
1993年度から東海支部より分離・独立し愛知地区としての活動を開始し、

分離・独立した初年度から『中期活動計画』を策定して活動を継続。
　 　

アラコ　NTT
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ﾄﾖﾀ紡織
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愛三工業

ｱｲｼﾝｴｰｱｲ

東海理化

豊田合成
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小島ﾌﾟﾚｽ工業
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 （2）中期活動計画の達成状況

第９次
2018～

第10次
2021～

第７次
2012～

第８次
2015～

行事参加者満足度
初参加企業数
幹事満足度

行事参加者目的達成度
初参加企業数
幹事満足度

行事参加者目的達成者率
初参加企業数

幹事目的達成度

"愛と知”を結集し、より多くのお客様に”喜びと感動”を提供する 

愛知地区の魅力を高め、お客様に喜びと感動を提供しよう！

QCサークル活動（小集団改善活動）を通じて人を育て、
職場を良くする「仲間」をつくろう

 QCサークル活動を通して「基本理念に立ち返り、
働き甲斐のある明るい職場」をめざす

行事参加者満足度
初参加企業数
幹事満足度

第３次
2000～
第４次
2003～
第５次
2006～
第６次
2009～

リーダー満足度

問題解決件数

 経営トップの支援を得て、
「ＱＣｻｰｸﾙ活動を続けたい」という勉強と感動を与える活動をめざす

 愛知発！ＱＣサークル活動を通じて
「変化に強い職場づくりに寄与する」ことを目指す

管理者支援度

参加企業数

参加企業数

 豊かな感性と創造性を発揮し、職場の課題を達成する事の喜びを味わえる、
変動に強いサークル活動をめざす

 自信と活気に満ちあふれ「皆が認めるＱＣサークル活動」を広める

 愛知発！全国№１の「行事参加企業・団体数」の拡大へ再チャレンジする

第１次
1993～

目標項目活動時期 中期活動ビジョン

第２次
1997～

 ＱＣサークル活動を継続したい！という「リーダー満足度」を全国№１に向上させる

地区長会社
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①行事参加者目的達成度

②初参加企業数

③幹事目的達成度

目標：93％⇒95％

目標：45社

目標：80%⇒２３年度90%

①-1
21年度 飛躍成果大会→93.4%
【オンライン聴講のみでの開催】
会場聴講に比べ発表内容が確認し易い、
全事例の聴講が可能等の好評価は
あるものの発表大会会場の空気感を
感じたかった等臨場感の有る
聴講要望が多くあった

①ｰ2
23年度 ﾘｰﾀﾞｰ初級研修→94.8％
研修ｶﾘｷｭﾗﾑがタイト
研修会場(和室)に対する不満

③幹事目的達成度

コロナ影響で行事開催縮小となり

行事役割担当が計画通り行えず

自己成長課題が残り

幹事目的達成未達となった

②21年度22年度はコロナ渦での

行事運営もあり普及拡大活動が

停滞し目標未達

23年度はコロナ5類移行により

コロナ前参加企業の戻り効果もあり

目標達成

0 0 14.3

行事参加者満足度 行事参加者目的達成度

指標値:１９年迄幹事満足度

１

22年度
ﾘｰﾀﾞｰ初級
中止



作成 2024年3月1日

中期活動計画策定W/G

　　　

主 担 当 管　理　項　目 第10次 目標値 ′19年度実績 ′20年度実績 当初目標値 実　績 達成率 当初目標値 実　績 達成率 当初目標値 実　績 達成率 第10次ﾍﾞｽﾄ (参考）過去最高値

行事W/G  ① 行事参加者目的達成度 全ての行事で
95%以上

100%
11行事11達成

67％
3行事2達成

95％以上達成
行事率100％

対象７行事
６行事達成 86%

全ての行事で
95％以上

対象８行事
８行事達成 100%

全ての行事で
95％以上

対象９行事
８行事達成 89% 22年　100% 19年　100％

幹事W/G  ②幹事目的達成者率（達成者/全幹事） 90.0% - - 　　70％ 以上 0% 0% 　　80％ 以上 14% - 　　９０％ 以上 7.1% - 22年　１４％ 21年度改訂

 ③ 行事参加企業数 230社 227社 56社 　　 190社 109社 57% 　　　210社 132社 63% 　　　230社 160社 69% 22年　132社 07年　307社

　　　　　　（下段 のべ数） （640社） （636社） （96社） 　　（500社） （226社） （45％） 　　（570社） （312社） （55％） 　　 （640社） （429社） （67％） 22年　312社 11年　763社

 ④ 幹事会社数 （翌年期首） 27社以上 25社 24社 25社 23社 92% 　　　　26社 22社 84% 　　　　27社 22社 81% 22年　２４社 17年　２７社

 ⑤ 初参加企業数 （毎年） 45社 43社 ４社 　      35社 １７社 48% 　   　40社 １７社 43% 　   　45社 59社 131% 21.22年　１７社 05年　100社

 ⑥ 行事参加人数 4,120名 4,120名 ３７７名 2,890名 １,２２７名 42% 3,700名 ２,０７０名 56% 4,120人 2,897名 70% 22年　2,070名 97年　5,288名

 ⑦ 参加企業満足度
 ⑧ 幹事会社 満足度［参考項目］ 特命委員会

受講者派遣企業が受講者の成長を確認するタイミングの時間差が有るため評価困難

満足度の数値評価は困難。企業代表者懇談会等の場でのヒアリング確認で対応

管 理 区 分

委員会 管理項目

普及拡大

愛知地区 管理項目 全役員・
全幹事

　　　（企業代表者がやってみたいと思っている企業、やり始めたが上手く実施できていない企業）
　　②事・販・サ部門へのＱＣサークル（小集団改善活動）の推進策の検討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【特命委員会⇒普及拡大に協力要請】

（1）魅力を感じてもらう機会の充実　【特命委員会】
特命委員会

ライン幹事研究会

活性化委員会
幹事Ｗ／Ｇ　　①業務改革による効率化促進　【特命委員会】

　　②幹事育成トレーニングプログラムの充実と見える化促進 
２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度

　　①経営者への有効性アピール…地区/企業代表者懇談会、支部/経営者フォーラム
　　②幹事制度の見直し検討(初期は１名/社でも幹事会社になれる等幹事会社のハードルを下げる方策の検討）

（2）幹事への支援

（1）業種・職種の垣根を超えた仲間づくり　【特命委員会⇒普及拡大委員会に協力要請】

普及拡大委員会

特命委員会

　　①規模を問わない新規企業への理解活動（ＱＣサークル活動のうれしさをＰＲ）
　　②全業種へのアプロ―チ（愛知地区のホームページの活用）

（2）ＱＣサークル活動（小集団改善活動）活性化促進支援活動
　　①ＱCｻｰｸﾙ活動(小集団改善活動)導入まもない企業への支援(誘導)活動　【特命委員会】

　　②発表大会スタイルに応じた称賛方法の検討
　　③事例のストーリー(課題達成・施策実行等)に対応できる審査表の策定　【活性化幹事ＷＧ】

　　①研修会・新コースの立ち上げ…課題達成入門コース(仮称)
　　②研修会カリキュラムの精査と体系化

活動方針と管理目標 中期課題展開（重点施策案）

（２）発表大会の革新   【特命主導⇒活性化行事WGに案策定要請】

主担当

（１）環境変化に対応した行事構成   【特命主導⇒活性化行事WGに案策定要請】

特命委員会

活性化委員会
行事Ｗ／Ｇ
幹事Ｗ／Ｇ

　　①行事開催形態の再構築（with コロナ）
　　②行事プログラムの見直し・改編

（３）研修会の体系化    【活性化行事WG】

　　①新たな発表大会スタイルの創出

ＱＣサークル東海支部愛知地区 第10次 中期活動実績 ＜２０２１年度～２０２３年度＞      

２０２３年度 当初目標 ⇒ 行事参加者目的達成度 95％以上維持

（行事毎個別）

２０２３年度 当初目標 ⇒ 参加企業数 230社/年

２０２３年度 当初目標 ⇒ 幹事会社数 27社以上

幹事目的達成者率 90％以上

（達成者/全幹事）

１．広くお客様の声を聴き、新たな価値創造と

"うれしさ"の提供を図る 【行事の質向上】

２．QCサークル活動（小集団改善活動）の目的を再認識し、

多様化する活動への支援と展開を図る 

【参加企業の拡大】

３．愛知地区の同志を募り、輪を広げる

【幹事会社の拡大】

(３) 第10次計画当初目標値比



「第11次 中期活動計画（３年ビジョン）」の策定にあたって必要性と方向付け

　（１） 策定の必要性

　（２） 策定の方向づけ

 

2023年10月13日

①顧客満足度に対しては、
目的達成度2021年（６/７達成）
2022年（８/８達成）とコロナ禍制約
がある事を踏まえて目標達成

② 初参加企業数に対し、
2021年（17/35社：×）
2022年（17/40社：×）
コロナ禍もあり目標大幅未達

③ 幹事会社数に対し
2021年（23/25社；×）
2022年（22/26社：×）
2023年（22/27社：×）と目標未達

＜ 現 状 認 識 ＞

① 参加者の目的達成度は目標を満足しているが、
アンケート結果より、研修会場に対する不満が
見受けられる 【継続課題】

⇒お客様に寄り添った行事企画・運営

②普及拡大重点対象を第3次産業に向ける
上位方針に対する対応

③幹事経験若年化に伴う研修の質低下回避や
幹事会社減少に伴う幹事負担増加への対応

⇒幹事業務の効率化及び幹事育成の加速化

＜環境への対応＞

行事参加企業の小集団改善活動活性化と、幹事の成長に向けた人材育成に取り組み、

広く交流を促進することで学びあえる仲間の輪を広げ、

お客様に寄り添える活動を目指す

＜ 必 要 性 ＞

1. 多様化するお客様のニーズに応えられる

行事企画・運営

2. 環境変化に対応した発表会・研修会

実施による、継続的な活動の推進

3. 選任された幹事皆様が企業代表者の

期待に応えられる 『魅力ある幹事』

(若手から憧れられる存在)への成長支援

＜ 活動の３本柱 ＞

運

用

拡

大

体

制

1. お客様のニーズに合わせた行事企画を

他地区の活動もベンチマークし

フットワーク軽くチャレンジ

2. コロナ禍で多様化した行事運営の

ノウハウの有効性検証と標準化

3.   地区行事の取捨選択を進めると共に、

行事効率化推進と幹事成長機会拡大

との両立

＜活動の基本とする方針＞

行事参加者と幹事の能力向上・自己実現と、企業の体質改善・発展に
寄与する重要な活動として、愛知地区で蓄積されたﾉｳﾊｳをﾍﾞｰｽに、

幅広い分野で活用される機会を提供する

＜ 方向づけ ＞

２



「 第11次 中期活動計画 」 
　　　　　　　策定に向けた組織とスケジュール

（１）策定活動の組織づくり

　・活性化委員会 行事Ｗ／Ｇ 役　 員 遠藤 世話人     <デンソー>

幹事Ｗ／Ｇ 委員長 鷲津 副幹事長  <アイシン高丘>

副委員長 新見幹事長  <トヨタ紡織＞

　・普及拡大委員会 委　 員 細川 副世話人  <アイシン>

渡部 副世話人  <アイシン機工>

　・特命委員会 倉橋 委員長     <日本製鉄>

今枝 委員長     <愛知製鋼>

 古賀 リーダー  <愛三工業>

 牧野 リーダー  <ジェイテクト>

　・研究会 ライン幹事研究会 事務局 佐藤事務局  　 <トヨタ紡織>

片桐副事務局   <アイシン高丘>

　委員長会議

　幹事研修会

　

（２）策定活動のスケジュール

　　 ① 基本的な進め方

・基本理念に立ち返った活動を、東海支部の「中期ビジョン」をふまえて進める。

・第10次中期活動計画の進捗状況と環境変化をふまえ、方向づけを行う。

・お客様目線に立った現状課題整理を行い中期活動計画を立案する。

　　 ② スケジュール 計画…○　　□　　　　　実績…●　■

⑩ 提案～審議～承認

⑪ 2024年度方針への織込み

③ 中期活動計画策定W/G
　　(□…特命委員会)

④ 活動スケジュール作成

⑤ 第10次 振り返り
　必要性と方向付け検討

⑥ 第11次中期計画骨子作成

⑦ 役員、委員長の意見まとめ

⑧ 第11次 中計の原案作成

１２月
'24/
　 １月

２月

① 幹事総会
　　　　　　 (□…幹事会)

⑨ 意見吸上げ
　　（役員検討会･幹事研修会)

② 役員会

幹事(総)会

　　　　　　　スケジュール
　 活動項目

'23/
　 ３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

役員会

2024年2月2日

普及拡大

活性化

行事W/G

幹事W/G

＜既設の委員会＞

中期活動計画策定 Ｗ／Ｇ

■18■30

【審議】【提案①】

■11

●8/30
提案②

☆1/26

承認
●10/13

提案③→役員会

●10/13役員会承認

＜構成メンバー＞

＜検討・理解＞ ＜審議・承認＞

●15

骨子見直し

●7/18
提案①

■30 ■2■7
●1

●1 ●2 ●13 ●26

●14 ●16 ●7 ●10 ●29 ○22

【提案③】

【提案②】

【承認】

○12/7

審議

３

【承認】

【承認】

●11/1幹事総会承認

●

11/1幹事総会中期計画承認

9/29会合にて中期計画完成

11/22予定の会合は中止



第11次 中期活動計画の骨子 作成 2023年10月13日

 1.QC的なものの見方による改善活動を通して 　ＱＣｻｰｸﾙﾒﾝﾊﾞｰの能力向上・自己実現と企業の体質改善 　 【スローガン】 「多様化・環境変化に適応した小集団改善

　　モノからモノが生み出すコト(機能・効用)への 　・発展に寄与する重要な活動として蓄積されたﾉｳﾊｳを 　活動で、継続的な人財育成と職場活性化につなげよう！」

　　付加価値の源泉変化に対応できる各参加企業の 　ﾍﾞｰｽに、形式に捉われない幅広い分野で活用される 　【基本方針】 日本をﾘｰﾄﾞできる継続的な人財育成・職場活性化

　　人・職場の成長を支える環境基盤づくりに貢献 　機会を提供する 　　　　へ貢献するために、幹事の負担を軽減しつつ自らの成長を図り、

2.事務・販売・ｻｰﾋﾞｽへの普及拡大に向け、 　 　　　　価値観の多様化や激動の環境変化にも対応できる

　　非製造業（第3次ｻｰﾋﾞｽ産業）が取り組み開始し易い 　１．経験豊富な幹事によるｱﾄﾞﾊﾞｲｽ等で更に質の高い  　　　ＱＣサークルのあり方を追求する

   「学びの場」を提供 　　　学びを提供 　 【中期課題】　

 3.幹事の経験・交流で得た知識を自身の成長機会 　２．QC経験の無い(浅い)企業への裾野拡大 　１．多様で変化するニーズに応える行事企画運営

　　とするとともに各社人材育成施策へ反映する 　３．幹事派遣企業に対する『うれしさ』（貢献等）明確化 　２．従来の枠に拘らない普及拡大

　 　３．幹事業務の効率化継続と幹事ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ強化

 １．【行事の質向上】 　    QC愛知地区の更なる魅力向上活動を  １．行事参加者目的達成度 【活性化】

 　　・目標　目的達成度　95％以上達成行事率100％ 　   推進し人材育成に取り組み､学びあえる 目標 全行事95％以上達成率 
     →2021年（86％×）2022年（100％〇） 　   仲間の輪を広げよう → 開催８行事全て95%以上達成
 ２．【参加企業の拡大】 目標 23年45社/年
 　　・初参加企業数・団体数 1.　多様化するお客様のニーズに応えられる  ２．初参加企業数・団体数 【普及拡大】

     → 2021年（17/35社×）2022年(17/40社×）  　　　行事企画・運営による参加企業満足ﾚﾍﾞﾙの 目標 45社/年 → １７社 
 ３．【幹事会社の拡大】 　　　更なる向上
　　・幹事会社数　　　　2021年　(23社/26社目標 ×)  ３．幹事満足度 【ﾗｲﾝ幹事・活性化】 目標 80% → １４% 

　（1）環境変化に追従した行事企画対応 　　　・じゃあどーするｼｰﾄの活用等
 【課題】 コロナ影響もあり　参加企業数､参加人員 　（2）新たな企画対応へ向けた幹事余力工数捻出策の展開

　　初参加企業ともに目標未達、大きな構造変化  ４．幹事会社の拡大 【特命】 目標 26社 →22社
　　への追従が必要 2.　環境変化に対応した発表会・研修会実施

　　による、継続的な活動の推進
　　　　　

１．行事の質向上【新たな価値創造とうれしさの提供】 　（1）従来の普及拡大活動に加え、新たな業種・職種への

　・参加者の目的達成度は満足している 　　　拡大対応　  【お客様のニーズ変化への追従】　
　・新規行事参加企業様の困りごと(ﾆｰｽﾞ)を捉える 　（2）発表の為の資料作成ミニマム化への取り組み 　　・参加される企業の満足感確認を生の声を聞き
　　活動が不足⇒ﾆｰｽﾞ確認工数不足対応も検討要 　　　 ⇒発表サークルの負担軽減 　　対応に向けてフレキシブルに取り組む
２.　参加企業数減少 ３.　選任された幹事皆様が企業の期待に
　・ｺﾛﾅ禍で半減した集客挽回策の検討急務 　　応えられる『魅力ある幹事』(若手から憧れられる) 　【幹事成長機会の拡大】
　・幹事会社依存率等の尺度で評価し製造業以外 　　への成長支援 　　・幹事負担軽減施策と幹事育成目線での
　　への普及拡大を進める 　　行事担当配置で幹事成長を加速化する
３.幹事会社数減少 　（1）魅力を感じてもらう機会の充実、幹事の頑張りや 　
　・幹事派遣会社の満足調査結果に基づき勧誘実施 　　　　活躍のPR機会拡大

　・幹事成長支援施策展開

　　　　　　　　　　　　　   2022年　(22社/26社目標 ×)

≪ 客観的に観た地区の問題・課題 ≫
≪ 地区役員・幹事の意見 ≫

　

≪ 地区長の思い （案）≫ ≪ 第11次中期計画ＷＧの思い ≫

≪ 10次中計の取組 ≫ 第11次中期活動計画 ≪ '22年度方針の成果と課題 ≫

≪ 支部’24～26中期ビジョン ≫
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　　　 特命委員会　　④幹事会社制度設定による仲間拡大(派遣幹事人数、地区長会社担当有無・行事担当免除等ﾙｰﾙ設定）

　　②幹事本人任せにしない幹事成長課題設定と幹事派遣会社上司へのPR活動実施
　　①経営者への有効性アピール…地区/企業代表者懇談会、支部/経営者フォーラム

　　③ﾗｲﾝ幹事研究会(相互交流)で得た成果の自社(自部署)展開活発化
特命委員会

ライン幹事研究会

特命委員会

活性化幹事W/G
特命委員会
特命委員会

活性化行事W/G
普及拡大委員会
活性化行事W/G

普及拡大委員会

特命委員会
活性化行事W/G

 

活動方針と管理目標

　　③行事担当幹事・正副地区長会社負担軽減施策の推進

担当委員会中期課題展開（重点施策）

作成  2024年 3月 1日

中期活動計画策定W/G

　（１）環境変化に追従した行事企画対応
特命委員会

　　②研修環境の更なる向上(受講ｱﾝｹｰﾄ研修会場不満解消)を織り込んだ行事運営実施
（２）新たな企画対応へ向けた幹事余力工数捻出策の展開
　　①新任幹事の早期戦力化に向けた育成施策実施
　　②行事対応工数ミニマム化による新たな企画ニーズ調査と検討時間の確保

　　①感染症拡大時(ﾊﾟﾝﾃﾞﾐｯｸ級除く)でも対応できる研修カリキュラム設定

（1）魅力感じてもらう機会の充実、幹事の頑張りや活躍のPR機会拡大

（1）従来の普及拡大活動に加え、新たな業種・職種への拡大対応
　　①Cﾗﾝｸ以下参加企業・団体へのﾋｱﾘﾝｸﾞ実施とその結果に基づく行事企画改訂

　　③地区行事未参加企業・団体への参加勧誘諸施策の展開による裾野拡大
（2）発表の為の資料作成ミニマム化への取り組み⇒発表ｻｰｸﾙの負担軽減

　　②運営事例作成の手間を最低限化できる標準の検討

　　②本部・支部と連携した製造分野以外団体情報を起点にした普及拡大活動推進 普及拡大委員会

　　①発表大会資料華美化が抑制できるしくみづくり

ＱＣサークル東海支部愛知地区 第11次 中期活動計画 ＜２０２４年度～２０２６年度＞       

２０２６年度 目標 ⇒ 参加者目的達成度 95％以上達成行事率100％

２０２６年度 目標 ⇒ 参加企業数 190社/年

２０２６年度 目標 ⇒ 幹事会社数 22社以上

幹事満足度 90％以上

１．多様化するお客様のニーズに応えられる
行事企画・運営による参加企業満足レベルの

更なる向上

２．環境変化に対応した発表会・研修会実施による、
継続的な活動の推進

３．選任された幹事皆様が企業の期待に応えられる
『魅力ある幹事(若手から憧れられる)』への成長支援

目標値 実　績 達成率 目標値 実　績 達成率 目標値 実　績 達成率

 ① 参加者目的達成度
行事W/G 100% 100% 89% 100% - 100% - 100% - 19年　100％

 ② 行事参加人数 全員 4,120人 2,070人 2,897人 2,800人 2,900人 3,000人 97年　5,288名

 ③ 行事参加企業数 230社 132社 160社 170社 180社 190社 07年　307社

　　　　　　（下段 参考値のべ数） （640社） （312社） （429社） （440社） （450社） （460社） 11年　763社

 ④ 初参加企業数 （毎年） 普及拡大 45社 17社 59社  35社  35社  35社 05年　100社

 ⑤ 幹事満足度（24年度から見直し） 幹事W/G - - 86% 90％以上 - 90%以上 - 90%以上 - 15年　92％

 ⑥ 幹事会社数 （年度末） 特命 27社以上 22社 21社 21社 21社 22社 17年　27社

担 当
第10次
 目標値

普及拡大

′22年度
実績

管　理　項　目

25年度 26年度
(参考）

過去最高値
′23年度

実績

24年度

（９５％以上達成行事率）
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